
土日祖国

し
かし
今
回

の
よ
うな
結果
が出
る
ま

での
台
向
に
は
日
本
国
民
と
し
て
も
無視

し
え
な
い
彼
維な
政
治
的
動
ぎ
があっ

た。
それ
はこ
つ
に
大
別
でをょ
う。

その一
つ
は
台
間

の
政
治
シ
ス
テム
が

旧
服
依
然
の
もの
であ
り中
惣
民間
と
し

て
の
政
治
的
タ
テマ
エ
を
男汀
の制
度
が

継
戒
し
てい
る
こと
を
利用
して
、

関
民

党
の一
郎

の保
守的
な
長
老
政
治
家
や李

総統
に
対
抗
意
耐
を
もっ
台

湾木作
出
身

の
政
治
家
が暗闘
した
取
であっ
た。．・

去
る
二
月
十一
日

の
国
民

党中央委総

3月31日
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複雑
な
二
つ
の
政

治的動
き

台
湾
では
この三
月二
十一
日

に総統

選
挙
、二

十二
日

に刷総統選
診が
「国

民
大
会」
で、
それ
ぞ
犯行
ねれ 、
圧
倒

的
多
数
で総
統に

李登間・

現総統が 、

則総統
に
は李
総統
の
備任
が厚い
李元

綴・
総
統
府

秘密援
が選
ば
れた。
こう

して
台
湾は
新しい
李
笠
間
体
制
の
下
で

今
後
六
年
聞
を歩ん
でゆ
くこ
と
になっ

た
の
であ
る。
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会
で
李白寝
間氏

が総統
候納
、李

元
飯
氏

が刷総統候補
に
それ
ぞ
れ起
立
と
挙
手

の
方
式で一
致
し
て選
出
さ
れた。
それ

嶺雄

－

前総統
の
雪国
間明
があ
りな
がら
、

経
国

氏
の弟
の

蒋綿図・
国家
安
全
会
議
秘
省

長を削総統

に相安田
そうと

包括
さ

が台
湾
のマ
スコ
ミ

を最
後
ま

でに
ぎ
わ

してい
た
こと
も、
その一
端
を
物
穏
つ

．
てい
る。

に
時代
の
流れ
と
民意
を
無
視し
た
も
の

であ
る。
そのた
め一
時は
近
視
眼
的な

視
野
に
よ
る
政

治術力闘
争
は
大陸
であ

る
と
台
湾
であ
ると
を問
わ
ず
中
国
政
治

に
固
有
の
特徴
かと思
わ
れた
の
であっ

た。

台

湾

の

李

登

輝

新

体

制

こう
した
表
面
と
は
別
に
、

水
閣下
で

は長

老奥力者
の李
燃・
行
政
院長
〈
首

相）
を
総
統に
、

林洋港氏

を刷総統
に

．
とい
う励
き
も一
時
期
存
在し 、
ま
た
軍

内
部
に
若干
の

不穏な動
き
が来
然
に
察

知
さ
れ
るな
ど、
政
治
的
緊張
が高
まっ

てい
た。

この
よ
うな
国
民
党
内
部
の
動
的川
に
加

え
て
、

総
統・

削総
統の
選出
母体
であ

る

「国民
大
会
代
表
た
ち
の
問
に
も暗

闘
があっ
た。
七
百

数十人
の
代
表
の
う

ち七
百
人
前
後
が
大陸
時
代
から
の
間
紛

の外
省
人
であ
る。
彼
ら

は八
九
年二
月

に
発
動
さ
れ
た
退
臓
勧
告
条
例
に
も
か
か

わ
らず
多
数
であ
る
がゆ
え
に
股
後
の
あ

がぎ
の
よ
う
に
、い

わ
ゆ
る
「
臨
時
条

数」
な
ど
を
屈
に
とっ
て、
立
法
織
の
無

い
罪
広
「国
民
大
金
に
立
法
榔
を
与

え
よ
ーな
ど
と糊
限
強
化
を図
ろ
うと
さ

え
した
の
であ
る。

し
かし以
上
の
よ
うな
励
ぎ
は

、
ま
さ

に
も
か
かわ
らず
、

台
湾
人
の林
洋港・

司
法
院伎

を総統
に
、

ま
た務
家一
般
か

ら
は
後継
者
ぞ出
さな
い
と
の

故務総
国

東京外大教授’中嶋

へ

期

待
が台
北
の中
正
紀

念位前
に
駆り込ん
で

政
治
改革
の
爽
行
を
強
く求
め
てい
た。
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李
氏
選
出
の
重
大
な
意
味

この
よ
うな
台
湾
政
治
の
震動
がわ
が

国
に
報
じ
ら
れ
る
こと
は
少
・広
かっ
た

が、
それ
は
纏
め
て忠
大

な
窓
味
を
もっ
てい
た
と

雷
え
よ
う。

もし
、

い
かな
る世
愉
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景 品 校 長 殺路

。
を ま 持関詰 校 長

も
う一
つ
の
政
治
潮流
は、
右
の
よ
う

な
動き
に
対
抗
す
る
も
の
であ
り、
現行

の
政
治
シ
ス
テム
が民
窓
を
反
映し
得
て

な
い
こと
に
不湖
を
もっ
台
間図
民
の下

から
の
突
き
上
げ
であっ
た。
野
党・
民

主
逝
歩
党
は
もとよ
り
、多

くの
学
生
た

ち
も
総
統
選
挙
蔵
前に一

時は
数

千人も

滋aRヨω

，
問
責
でも
つ
ね
に
九
O
%
以
上
の＋長押率

を
有
し
、ゴ

ルバ
チョ
フ
大
統
領に
も比

周
す
る
ほ
ど
の

政治改革へ
の
怒
欲
を秘

め
た
常識
強
かな
ス
テ
l
ツ
マ
ン
、李

総

統
が
選出
さ
れな
かっ
た
り
保
守
派
と却

の一
郎
が結
託
して
事
態
を
盗
め
でもし

た
ら
、

台
間
の社
会的・
政
治

的安定
は

タ
1
ト

を
切
る
が、

学生
た
ち
の
政
治
改

革
袈
ボ
に
対
し
て
は、

天安門事件
に
見

ら
れた
中
国
当
局
の
対
応と
は
正
反
対
に

貝
剣な
対
話
の
安
努
を
示
し
、

早
速
、

「
国是
会
織」
を
発
足
さ
せ
て早
急
に
検

討
する
こと
に
なっ
た。
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民
主
的
社
会
へ
の
里

程標

今回
の一
通
の
政
治
過
程
は
台
間
がよ

り
成熟
した
民
主
的社
会へ
到
巡
す
る
た

め
の廊
裂な
盟
程様
であっ
た
とい
え
よ

う。
事
た
同時
に

本省人
と外
省
人
の
区

別
よ
りも
民主
化
と
政
治
事串へ
の
対
応

の
資鈴
こ
そ
が鼠
裂な
カ
ギ
であ
る
こと

は
明
らか
に
な
っ

た。

時あ
た
か
も
台
湾は一
時的
に
日
本を

抜い
て

出界第一
位
の
外
貨
保
有
国
にな

ろ’
？と
して
お
り台
湾
経済
の

悶際的
影

得力
は
中国
大
陸
や
A
S
E八
N
純国
の

み
な
らず
欧
米さ
ら
に
はソ
迎・
東
欧
に

も
及び
つつ
あ
る。

と
もあ
れ
、

台
向
は
新
時代
を
担
うに

ふ
さ
わ
しい
指
持
者
を得
た
の
であ
る。

この聞
の
励
き
の
中
で

李総統
の
リ
ー
ダ

ー
シッ
プ
とス
テ
l
ツマ
ン
シッ
プ
は
さ

ら
に一
ま
わり
もこ
ま
わ
りも
大
き
くな

っ
た
と門んな
げ
れ
ばな
らな
い。
大陣
中

国
の混
迷
や
社
会主
義世
界
の

激励を
見

る
に
付け
て
も
台
湾社
会の
よ
り一
一周
の

躍を
震
が認
ま
れ
る

の
であ
る。

（
な
か
じま・
み
ね
お）

(正論-安定保持しながら民主化を(産経新聞-1990.03.31


